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序
言

　
私
は
、
今
後
三
～
四
本
の
小
論
文
を
作
成
し
て
、
表
題
時
期
の

ベ
ン
ガ
ル
の
農
村
工
業
及
び
商
品
作
物
栽
培
に
関
す
る
考
察
を
行

っ
て
ゆ
く
予
定
で
い
る
。
農
村
工
業
及
ぴ
商
品
作
物
栽
音
を
研
究

す
る
に
当
っ
て
、
そ
れ
ら
が
英
国
支
配
下
に
育
成
さ
れ
た
海
外
市

場
向
け
生
産
で
あ
る
の
か
、
在
来
の
国
内
市
場
向
け
生
産
で
あ
る

の
か
に
よ
っ
て
、
相
当
に
異
っ
た
特
徴
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
小
稿
に
お
い
て
は
、
典
型
的
な
海
外
市
場
向
け
産
品
で

あ
っ
た
藍
に
つ
い
て
、
ご
く
限
ら
れ
た
史
料
に
基
付
い
て
で
は
あ

る
が
、
若
干
の
考
察
を
加
え
、
次
稿
以
下
に
予
定
し
て
い
る
糖
業

及
ぴ
米
殻
生
産
と
い
う
国
内
市
場
向
け
生
産
の
研
究
に
と
っ
て
の

比
較
軸
と
し
て
役
立
て
た
い
と
思
う
。

　
藍
は
、
古
来
、
イ
ン
ド
の
重
要
な
輸
出
品
目
で
あ
り
主
に
ア
ジ

ア
及
び
中
東
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
が
、
ニ
ハ
世
紀
末
か
ら
ヨ
ー

回
ツ
パ
市
場
に
お
い
て
も
シ
ェ
ァ
を
伸
ぱ
し
出
し
、
一
七
世
紀
中

頃
ま
で
は
対
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
市
場
の
主
要
な
産
品
で
あ
っ
た
。
だ
が
、

そ
の
後
、
一
七
世
後
半
か
ら
西
イ
ン
ド
藷
島
で
安
価
で
良
質
な
藍

の
産
出
が
始
ま
り
、
イ
ン
ド
藍
は
急
速
に
市
揚
を
奪
わ
れ
一
七
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

○
年
代
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
の
藍
輸
出
は
消
滅
し
た
。
イ
ン
ド

藍
が
隆
盛
を
誇
っ
た
ニ
ハ
～
七
世
紀
に
は
、
そ
の
主
要
な
産
地
は

北
部
イ
ン
ド
で
あ
り
、
イ
ン
ド
農
民
・
商
人
が
そ
の
生
産
・
流
通

を
担
っ
て
い
た
。
こ
の
期
の
藍
業
に
つ
い
て
は
長
島
弘
氏
の
詳
し

　
　
　
　
＾
2
〕

い
研
究
が
あ
る
。

．
一
八
世
紀
末
か
ら
ベ
ン
ガ
ル
地
方
を
中
心
と
す
る
東
部
イ
ン
ド

に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
企
業
者
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
藍
業
は
、
そ
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れ
以
前
と
比
べ
て
い
く
つ
か
の
際
立
っ
た
相
違
点
を
有
す
る
。
こ

こ
で
は
、
そ
の
相
違
点
を
詳
細
に
論
じ
る
余
裕
は
な
い
が
、
在
来

藍
業
と
の
対
比
に
お
い
て
一
八
世
紀
以
降
の
ベ
ン
ガ
ル
藍
業
を
洋

式
藍
業
と
名
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
紙
幅
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
本
稿
の
依
拠
す
る
史
料
と

そ
の
略
号
を
示
し
て
、
直
ち
に
本
文
に
入
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ω
　
税
務
局
審
議
録
（
、
§
§
＆
ぎ
篭
呉
§
帖
b
o
ミ
、
県
射
§
§
§
）
一

　
　
旬
完
1
）
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
ω
　
『
ペ
ン
ガ
ル
県
記
録
集
ー
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ル
県
1
』
峯
．
肉
－
雲
H
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
昌
ぎ
o
司
胃
（
邑
）
．
民
冊
藁
ミ
b
“
包
、
札
g
亀
§
ミ
き
．
b
§
ミ
盲
き
、
o
－
・

　
　
ト
ミ
ミ
ー
、
轟
や
ω
巨
自
o
目
o
q
一
H
旨
亡
b
b
昂
－
b
暑
勾
（
－
）
一
と
す
る
。

　
㈹
　
F
・
ブ
キ
ャ
ナ
ン
、
『
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ル
報
告
』
、
句
・
■
自
g
彗
彗
・

　
　
』
零
豪
§
、
ぎ
§
戸
包
亀
ミ
急
｝
§
“
s
ミ
軋
ぎ
包
ミ
“
§
－
b
雨
竃
、
善
註
o
ミ
呉

　
　
§
雨
b
札
包
ぎ
恵
ミ
N
ミ
亀
　
呉
b
札
s
ミ
“
ミ
、
ぎ
　
§
岨
　
、
§
竈
ぎ
ミ
　
ミ

　
　
9
き
き
呉
b
§
寒
、
H
o
．
3
一
b
ぎ
ミ
専
ミ
亀
患
ミ
“
と
す
る
。
但

　
　
し
、
本
稿
で
は
、
藍
製
造
業
に
関
す
る
部
分
は
、
9
婁
§
6
ミ
一

　
　
ミ
“
包
b
§
恥
呉
b
蔓
ミ
ミ
串
s
s
き
s
ヤ
ミ
s
§
き
一
所
収
の
リ
プ
リ

　
　
ン
ト
を
用
い
た
。
b
ぎ
ミ
盲
ミ
亀
巷
o
ミ
（
」
5
一
と
す
る
。

　
ω
　
F
・
プ
キ
ャ
ナ
ン
、
『
プ
ル
ニ
ア
報
告
』
、
司
・
望
一
g
彗
彗
一
」
ミ

　
　
』
§
o
s
蔓
く
§
雨
b
軋
包
ミ
g
呉
、
ミ
ミ
s
ぎ
婁
§
ー
ミ
一
勺
呉
目
p

　
　
岩
墨
一
、
ミ
§
亀
肉
喜
ミ
♪
と
す
る
。

（
1
）
　
奉

胃
．
　
峯
o
冨
ぎ
目
♀

、
、
o
§
　
　
』
討
｝
s
、

ざ
　
』
ミ
s
s
窒
き
一

　
■
o
自
o
〇
一
一
一
H
竃
ω
一
弓
o
－
H
o
刈
－
巨
o
o
・

（
2
）
　
長
島
弘
「
一
七
世
紀
北
イ
ン
ド
に
お
け
る
ア
イ
の
生
産
と
流
通

　
－
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
を
中
心
と
し
て
1
」
『
史
林
』
六
三
ノ
四
、

　
一
九
八
O
年
七
月
、
＝
二
－
六
四
貫
。

一
一
洋
式
藍
業
の
導
入
最
初
期
の
諸
問
題

　
本
節
で
は
、
ベ
ン
ガ
ル
北
都
の
二
県
（
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ル
と
ラ
ン

グ
プ
ル
）
に
お
い
て
目
ー
ロ
ッ
バ
人
プ
ラ
ン
タ
ー
が
洋
式
製
法
に

よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
市
場
向
け
の
藍
生
産
を
始
め
た
最
初
期
の
諸
問

題
を
、
税
務
局
審
議
録
、
F
・
ブ
キ
ャ
ナ
ン
”
『
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ル

報
告
』
、
W
・
K
・
フ
ァ
ー
ミ
ン
ジ
．
ヤ
ー
編
『
ペ
ン
ガ
ル
県
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

集
－
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ル
県
1
』
な
ど
に
よ
り
つ
つ
探
っ
て
み
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

に
し
た
い
。

　
ま
ず
、
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ル
県
。
当
県
に
つ
い
て
は
、
一
七
八
九
年

一
一
月
三
〇
日
付
け
の
藍
プ
ラ
ン
タ
ー
、
H
・
ク
レ
ィ
ト
ン
（
甲

9
o
拭
葦
昌
）
の
書
簡
に
み
え
る
記
述
が
、
知
り
ヶ
る
限
り
で
最

　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

古
の
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
奉
公
人
（
窒
；
彗
片
）
に
搬
入
費
用
な

ど
を
支
給
し
て
、
一
人
当
り
二
一
～
一
五
ビ
ガ
と
い
う
相
当
に
大

量
の
藍
を
栽
培
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文
面
に
よ
る
限
り
、

季
節
の
変
動
に
よ
る
危
険
は
耕
作
者
た
る
奉
公
人
が
負
う
の
で
こ

630
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れ
は
直
営
方
式
（
旦
9
♀
葛
量
“
）
と
は
い
え
な
い
し
、
又
、
耕

作
者
が
彼
の
奉
公
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
農
民
方
式
（
昌
ぐ
凹
ε
と

も
言
え
な
い
。
残
念
乍
ら
、
こ
の
事
例
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
の
事

は
知
り
え
な
い
の
だ
が
、
恐
ら
く
は
、
ブ
キ
ャ
ナ
ン
が
指
摘
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

い
る
純
然
た
る
直
営
方
式
か
ら
純
然
た
る
農
民
方
式
へ
の
移
行
の

中
間
形
態
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
次
に
史
料
の
残
さ
れ
て
い
る
早
い
事
例
と
し
て
、
一
七
九
四
年

に
G
．
ウ
ド
ニ
ー
（
Ω
、
O
ρ
ξ
）
が
県
収
税
官
に
あ
て
た
藍
工
場

19世紀初頭のペンガノレ（略図）

　　↑

プルニヤ

＞ デイナジプル

○ムルシダバード

　。　　　　　。ダッカ

ニ労箏
ベンガル湾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

設
立
に
関
す
る
書
簡
が
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ぱ
、
ペ
ン
ガ
ル
各
地
で

藍
業
が
年
々
と
目
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
が
、
当
県
の

東
部
．
北
東
部
で
は
立
ち
遅
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
地
域
に

藍
工
場
を
建
設
す
る
計
画
を
立
て
、
地
主
の
徴
収
吏
（
＄
巨
ま
彗
）

か
ら
用
地
の
借
地
状
。
（
喀
津
蓼
）
を
得
た
。
藍
作
に
は
全
面
的
に

農
民
方
式
を
採
用
し
、
農
民
と
の
間
に
前
貸
金
、
固
定
買
付
価
格
、

な
ど
に
関
す
る
契
約
を
結
ぷ
予
定
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ブ
キ
ャ
ナ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
県
に
お
け
る
初
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

の
農
民
契
約
方
式
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
工
場
設
立
当
初
に
は
、

フ
ラ
ン
タ
ー
は
土
地
の
新
参
者
で
あ
り
、
農
民
と
個
別
に
藍
作
契

約
を
結
ぷ
こ
と
は
甚
だ
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
、
一
括

契
約
方
式
と
で
も
呼
ぴ
う
る
非
常
に
強
引
な
方
法
を
と
っ
た
。
即

ち
、
ま
ず
、
工
場
の
周
辺
の
村
落
の
村
長
や
有
カ
者
（
目
竃
註
ポ

妃
、
巨
o
号
巴
宣
、
昌
。
、
）
を
招
集
し
、
各
村
（
昌
彗
墨
）
の
人
口
、

各
種
土
壌
の
面
積
を
示
す
土
地
台
帳
を
捉
出
さ
せ
、
そ
れ
に
墓
付

い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
村
に
対
し
て
藍
作
ρ
割
当
量
を
算
出
し
、
各
村

の
村
長
他
に
こ
う
し
て
計
算
さ
れ
た
村
毎
の
前
貸
金
を
一
括
し
て

渡
し
た
。
村
長
他
は
村
に
戻
り
、
彼
等
の
影
響
カ
を
行
使
し
て
、

村
民
に
藍
作
を
引
き
受
け
さ
せ
、
村
民
の
間
に
前
貸
金
を
分
配
し

た
。
又
、
種
子
を
支
給
す
る
場
合
も
、
右
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
村
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毎
に
配
っ
た
。
村
民
の
同
意
を
と
り
つ
け
た
後
に
、
村
長
他
は
プ

ラ
ン
タ
ー
．
に
藍
作
契
約
状
（
窒
汁
試
）
を
提
出
し
、
契
約
さ
れ
た
藍

作
付
面
積
を
遵
守
す
べ
く
尽
カ
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
こ
の
契

約
状
に
は
、
行
う
べ
き
耕
起
・
除
草
、
播
種
の
仕
方
が
記
さ
れ
て

お
り
、
更
に
、
農
民
の
生
産
す
る
藍
草
、
種
子
に
対
し
て
支
払
わ

れ
る
価
楕
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。
村
長
他
は
、
こ
の
伸
介
の
労
に

対
し
て
、
生
産
さ
れ
る
藍
草
の
一
六
分
の
一
を
得
た
。
前
記
ウ
ド

ニ
ー
の
言
う
農
民
方
式
と
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
様
な
村
ぐ
る
み
の

一
括
方
式
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
当
然
に
予
想
さ
れ
る
様
に
、
こ
の
一
括
方
式
は
数
々
の
弊
害
を

も
た
ら
し
た
の
で
、
プ
ラ
ン
タ
ー
は
そ
の
後
、
農
民
と
の
一
括
契

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

約
方
式
を
個
別
契
約
方
式
へ
と
切
り
替
え
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
て
・
こ
の
県
で
は
ク
レ
イ
ト
ン
の
書
簡
か
ら
ブ
キ
ャ
ナ

ン
の
『
報
告
』
に
至
る
僅
々
二
〇
年
の
間
に
、
藍
作
は
、
直
営
↓

変
形
さ
れ
た
直
営
↓
一
括
農
民
契
約
↓
個
別
農
民
契
約
と
四
転
し

た
の
で
あ
る
。

　
隣
接
す
る
ラ
ン
グ
プ
ル
県
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
詳
し
い
史

料
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
県
へ
の
藍
プ
ラ
ン
タ
ー
の
進
出
は
更
に
遅

く
・
一
七
九
五
年
頃
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
、
ブ
ラ
イ
デ
ー
（
困
、
｝
．

畠
①
）
な
る
者
が
当
県
カ
ジ
ー
ル
ハ
ヅ
ト
（
穴
昌
、
ブ
凹
甘
）
郡
に
藍

工
場
を
建
設
す
べ
く
五
〇
ビ
ガ
の
用
地
の
借
地
許
可
を
申
請
し
て

㌧
砧
。
そ
し
て
・
更
に
六
年
後
の
一
八
〇
一
年
、
ブ
ラ
イ
デ
ー
を

含
む
六
名
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
県
内
二
二
名
の
地
主
が
告
発
し
、
前

者
は
そ
れ
に
対
し
て
収
税
官
に
反
論
書
を
提
出
す
る
事
件
が
あ
。

粁
ポ
そ
の
争
点
に
つ
い
て
は
、
第
五
節
で
触
れ
る
の
で
こ
こ
で
は

言
及
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
こ
の
県
に
進
出
し
た

プ
ラ
ン
タ
ー
は
、
は
じ
め
、
「
台
地
」
状
の
未
墾
地
を
開
拓
し
て

直
接
経
営
方
式
に
よ
る
藍
栽
培
を
行
う
こ
と
が
有
利
で
あ
る
と
い

う
誤
っ
た
先
入
観
念
を
持
ち
、
そ
の
様
な
土
地
に
工
場
を
集
中
さ

せ
た
。
だ
が
、
恐
ら
く
は
労
働
カ
の
調
達
困
難
と
直
営
方
式
の
管

理
上
の
諸
難
問
の
故
に
、
こ
の
最
初
の
試
み
は
手
痛
い
失
敗
に
終

わ
り
、
プ
ラ
ン
タ
ー
は
没
落
の
淵
に
立
た
さ
れ
た
。
一
一
の
危
機
的

時
期
に
・
幸
い
に
も
彼
等
は
藍
を
そ
の
他
の
農
作
物
と
共
存
さ
せ

う
る
方
法
（
輪
作
・
混
植
）
を
確
立
し
、
藍
作
を
既
耕
地
に
浸
透
さ

せ
る
遣
を
見
出
し
た
。
こ
の
輸
作
・
混
植
体
系
の
確
立
が
農
民
の

藍
作
に
対
す
る
反
感
を
緩
和
さ
せ
、
更
に
無
利
子
で
前
貸
金
を
与

え
る
方
法
に
よ
っ
て
、
農
民
達
は
遂
に
は
進
ん
で
プ
ラ
ン
タ
ー
と

藍
作
契
約
を
締
び
、
か
つ
、
自
発
的
に
周
辺
の
荒
蕪
地
の
開
発
に

棄
り
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
言
葉
を
か
え
れ
ば
、
プ
ラ
ン
タ
ー
が

最
初
に
試
み
て
失
敗
に
終
わ
つ
た
荒
蕪
地
へ
の
藍
作
の
展
開
が
、
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経
済
的
誘
因
を
原
動
力
と
し
た
農
民
の
自
主
的
努
カ
に
よ
っ
て
・

迂
回
的
に
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
こ
の
県
で
洋
式
藍

業
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
六
～
七
年
の
内
に
、
二
万
～
二
万
五
千
ビ

ガ
の
荒
蕪
地
が
藍
畑
に
転
じ
、
地
代
を
生
む
様
に
な
ウ
た
。
し
か

も
、
こ
れ
は
、
外
部
か
ら
の
労
働
カ
の
移
入
を
伴
わ
ず
に
、
地
域

内
の
労
働
カ
が
有
効
に
動
員
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
の

簑
る
。
以
上
の
叙
述
は
、
主
に
プ
ラ
ン
タ
ー
の
提
出
し
た
反
論

書
に
依
拠
し
て
再
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
無
条
件
に
全

て
を
是
認
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
が
、
そ
の
骨
子
に
お
い
て
は
正

し
く
事
態
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

　
以
上
の
北
部
二
県
に
関
す
る
検
討
か
ら
、
最
初
期
の
洋
式
藍
業

に
と
っ
て
の
最
大
の
問
題
は
、
起
業
資
金
の
調
達
間
題
を
別
に
す

れ
ば
、
藍
原
料
の
供
給
体
系
の
確
立
に
あ
り
、
そ
の
課
題
は
労
働

供
給
と
効
率
的
経
営
の
両
面
に
お
い
て
直
ち
に
ボ
ト
ル
・
ネ
ッ
ク

に
ぶ
つ
か
っ
た
藍
作
の
直
営
方
式
か
ら
、
農
家
内
部
の
潜
在
的
労

働
カ
を
動
員
し
う
る
農
民
方
式
に
転
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ

め
て
解
決
さ
れ
得
た
の
で
あ
り
、
又
、
こ
の
転
換
を
可
能
に
し
た

の
は
農
民
に
と
っ
て
有
利
な
前
貸
制
の
採
用
と
藍
を
中
心
と
す
る

輸
作
．
混
植
体
系
の
確
立
で
あ
っ
た
、
と
、
ひ
と
ま
ず
結
論
し
て

お
こ
・
フ
。

（
参
考
）
　
一
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く
大
薙
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；
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；
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彗
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箏
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o
o
）
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串
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串
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。
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－
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＝
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の
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又
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ア
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ガ
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．
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暑
民
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ト
）
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．
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ミ
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ラ
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邑
－
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〇
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＞
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－
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占
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b
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ミ
専
ミ
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ミ
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ミ
〇
一
甲
8
宍
彗
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H
ま
軋
；
や
O
O
肖
ド

由
局
－
、
一
－
津
｝
胃
嘗
昌
｝
－
、
O
仰
岩
O
m
一
ω
〇
一
〇

ト
s
』
・
一
㎞
ヰ
ー
峯
胆
㌣
－
o
o
o
■
岩
o
眈
．
－
〇
一
〇
－
ド

ト
｝
札
匙
一
－
2
〇
一
－
－
．

三
　
藍
栽
培

ω
－
H
一

卓
〇
一

　
　
一
九
世
紀
初
頭
の
藍
栽
培
に
関
し
て
私
が
入
手
し
え
た
史
料
は

豊
宮
と
は
言
え
な
い
が
、
と
に
か
く
、
そ
れ
ら
を
検
討
し
て
藍
作

の
輪
郭
を
示
し
、
若
千
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
を
試
み
よ
う
。

な
お
、
既
に
、
一
九
世
紀
後
半
ベ
ン
ガ
ル
の
藍
作
に
つ
い
て
は
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

．
井
透
氏
に
よ
る
好
論
文
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

　
ベ
ン
ガ
ル
で
栽
培
さ
れ
た
藍
は
豆
科
に
属
し
、
適
度
の
気
温
と

水
分
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
砂
地
や
粘
性
土
な
ど
栄
養
分
の
乏
し
い

土
壌
で
も
良
好
な
収
量
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
藍
は
、
む
し

633
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ろ
地
力
極
養
的
で
あ
り
、
他
ぴ
農
作
物
と
輸
作
或
い
は
混
植
に
よ

り
組
み
合
わ
せ
て
も
自
他
と
も
に
損
傷
を
こ
う
む
る
、
一
と
が
少
な

吋
ト
こ
れ
ら
の
特
性
の
故
に
、
藍
は
実
に
多
様
な
土
壌
・
方
法
で

栽
培
さ
れ
て
い
た
し
、
又
、
こ
の
時
期
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
人
プ
ラ
ン

タ
ー
は
、
様
々
な
実
験
を
行
い
、
そ
の
可
能
性
を
各
地
域
の
自
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

条
件
の
中
で
更
に
引
き
出
そ
う
と
努
力
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
本
稿
の
対
象
時
期
に
行
わ
れ
た
栽
培
方
法
の
大
要

　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

を
示
す
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
播
種
時
期
に
よ
り
、
春
ま
き
と
秋

ま
き
と
に
大
別
さ
れ
る
“
春
ま
き
は
、
一
月
～
五
月
に
、
大
抵
は

春
先
の
最
初
の
降
雨
の
直
後
に
播
種
し
、
約
四
力
月
後
の
五
月
～

九
月
に
刈
り
入
れ
る
。
従
っ
て
正
確
に
は
審
ま
き
と
夏
ま
き
に
分

け
る
べ
き
で
あ
る
が
繁
薙
に
な
る
の
で
春
ま
き
と
総
称
し
て
お
く
。

秋
ま
き
は
、
十
月
に
雨
季
の
水
が
退
き
始
め
た
頃
に
播
種
し
、
翌

四
月
頃
に
刈
る
。
当
該
の
時
期
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
種
の
内
で

春
ま
き
の
方
が
分
布
の
広
さ
に
お
い
て
も
収
量
に
お
い
て
も
、
は

る
か
に
重
要
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
春
ま
き
と
秋
支
き
の
夫
々
は
更

に
「
台
地
」
型
と
「
低
地
」
型
に
分
か
れ
る
。
こ
こ
で
、
「
台
地
」

と
は
雨
季
に
も
氾
濫
し
な
い
土
地
を
意
味
し
、
「
低
地
」
と
は
雨

季
の
氾
濫
で
水
没
す
る
土
地
を
指
す
。
こ
の
二
つ
は
必
ず
し
も
地

域
毎
に
画
然
と
分
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
同
一
地
域
内
に
も
「
台

地
」
が
あ
り
「
低
地
」
が
あ
る
場
合
も
多
い
。
そ
し
て
、
「
台
地
」

で
は
通
常
の
耕
起
、
整
地
、
除
草
、
施
肥
が
米
作
ほ
ど
の
周
到
さ

で
は
な
い
が
多
か
れ
少
な
か
れ
必
要
と
さ
れ
る
。
特
別
な
給
水
は

不
要
だ
が
播
種
に
は
、
春
ま
き
で
は
春
先
の
最
初
の
降
雨
後
を
、

そ
し
て
秋
ま
き
で
は
雨
季
直
後
を
選
ぱ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

「
台
地
」
型
は
「
低
地
」
型
と
比
べ
て
労
働
集
約
的
で
あ
る
が
収

量
、
品
質
、
そ
し
て
作
柄
の
安
定
性
に
お
い
て
ず
つ
と
勝
り
、
更

に
・
し
ば
し
ば
一
度
目
の
収
穫
後
に
も
同
じ
株
か
ら
種
子
の
採
取

や
二
度
目
の
刈
入
れ
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
様
な
「
台
地
」
は
沃
土

の
必
要
は
な
く
、
や
せ
た
砂
土
や
粘
性
土
で
も
良
い
藍
畑
と
な
る
。

他
方
に
お
い
て
「
低
地
」
藍
は
殆
ど
播
種
前
後
の
手
入
れ
を
必
要

と
せ
ず
、
た
だ
種
子
を
直
ま
き
（
o
巨
試
邑
）
し
、
あ
と
四
カ
月
す

れ
ぱ
刈
入
れ
を
迎
え
る
。
秋
ま
き
が
多
い
が
低
湿
地
で
あ
る
の
で

給
水
な
し
に
乾
季
を
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。
か
く
て
「
台
地
」
藍

に
比
し
て
粗
放
で
労
働
節
約
的
で
あ
る
が
、
雨
季
が
少
し
で
も
ず

れ
る
と
大
き
な
被
害
を
受
け
る
し
、
又
、
刈
入
れ
後
は
直
ち
に
増

水
期
を
迎
え
る
の
で
種
子
の
採
取
や
二
度
目
の
収
穫
は
不
可
能
で

あ
る
。
こ
の
様
に
危
険
度
が
高
い
が
天
候
に
恵
ま
れ
る
と
、
極
め

て
大
量
の
収
穫
を
あ
げ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
「
低
地
」
藍
は
、

し
ば
し
ぱ
河
岸
や
新
沖
積
地
（
亭
昌
H
）
な
ど
の
氾
濫
原
の
や
せ

436
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た
土
地
が
選
ぱ
れ
た
が
、
そ
こ
は
藍
を
除
く
と
他
に
目
ぽ
し
い
作

物
が
出
来
ず
、
地
代
も
。
こ
く
低
い
無
占
主
地
で
あ
っ
た
。
当
然
の

事
だ
が
、
こ
の
種
の
「
低
地
」
で
あ
れ
ぱ
他
作
物
と
の
競
合
問
魑

は
少
な
く
、
藍
作
を
抵
抗
な
く
広
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
地
域
的

に
言
う
と
、
プ
ル
ニ
ア
県
南
東
部
で
は
「
低
地
」
型
が
多
い
が
、

同
県
の
そ
れ
以
外
の
地
域
及
び
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ル
、
ラ
ン
グ
プ
ル
両

県
で
は
「
台
地
」
型
が
大
半
を
占
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
前
節
で
み
た
様
に
、
氾
濫
原
の
無
占
主
地
や
未
開
の
「
台
地
」

で
な
い
限
り
、
藍
は
既
存
の
作
物
と
の
関
係
を
調
整
す
る
こ
と
な

し
に
は
、
農
民
に
よ
っ
て
広
く
受
容
さ
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ

た
。
こ
の
困
難
を
克
服
す
る
方
法
と
し
て
、
プ
ラ
ン
タ
ー
は
藍
草

を
高
価
椿
で
買
付
け
経
済
的
誘
因
と
す
る
か
、
既
存
の
作
物
と
調

和
し
た
輸
作
又
は
混
植
の
体
系
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ

た
。
実
際
に
お
い
て
、
彼
は
高
価
椿
策
を
取
る
こ
と
は
せ
ず
、
無

利
子
又
は
低
率
利
子
に
よ
る
前
貸
制
と
輸
作
・
混
植
体
系
の
確
立

に
カ
を
注
い
だ
。
前
貸
制
に
つ
い
て
は
後
節
で
詳
し
く
み
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

こ
こ
で
は
、
輸
作
・
混
植
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
最
も
広
く
行

わ
れ
た
の
は
、
春
ま
き
藍
に
お
い
て
は
、
冬
作
と
し
て
豆
類
、
ア

ブ
ラ
ナ
を
作
り
、
夏
作
と
し
て
夏
場
米
の
代
わ
り
に
藍
を
導
入
す

る
方
法
、
冬
場
米
の
裏
作
と
し
て
、
カ
ラ
シ
ナ
な
ど
の
代
わ
り
に

藍
を
作
る
方
法
、
そ
し
て
棉
花
－
廿
簾
－
豆
と
い
う
苛
薦
農
民
が

広
く
採
用
し
て
い
た
輸
作
体
系
の
中
に
、
豆
の
代
替
物
と
し
て
藍

を
割
り
込
ま
せ
る
方
法
な
ど
で
あ
っ
た
。
秋
ま
き
藍
に
お
い
て
は
、

夏
場
米
の
次
に
、
藍
を
ア
ブ
ラ
ナ
や
犬
麦
、
小
麦
と
共
に
混
植
す

る
方
法
が
広
く
み
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

　
次
に
、
藍
の
種
子
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
先
に
述
べ
た
様
に
、

種
子
は
春
ま
き
藍
か
ら
一
回
目
の
収
穫
を
し
た
後
に
、
禦
を
入
れ

土
を
ゆ
る
め
て
株
出
し
を
し
た
藍
草
か
ら
一
一
～
二
一
月
に
採
取

さ
。
れ
る
の
で
、
雨
季
に
水
没
す
る
「
低
地
」
で
は
そ
の
生
産
は
通

常
は
不
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
プ
ル
ニ
ア
県
の
南
東
部
の
「
低

地
」
は
近
隣
の
「
台
地
」
か
ら
種
子
の
供
給
を
仰
い
で
い
た
。
こ

の
状
況
下
で
「
台
地
」
の
プ
ラ
ン
タ
ー
は
、
農
民
か
ら
種
子
を
前

貸
契
約
に
よ
り
低
く
固
定
さ
れ
た
価
樒
（
一
マ
ン
当
り
三
ル
ビ

ー
）
で
買
い
、
南
東
都
に
高
値
（
そ
こ
で
は
市
価
が
一
マ
ン
当
り

二
一
ル
ビ
i
）
で
売
り
大
き
な
差
益
を
得
た
。
他
方
、
「
低
地
」

の
プ
ラ
ン
タ
ー
は
農
民
に
藍
作
を
行
わ
せ
る
為
に
、
高
価
格
で
買

い
入
れ
た
種
子
を
市
価
を
は
る
か
に
下
回
る
価
樒
（
一
マ
ン
当
り

三
ル
ビ
ー
）
で
、
供
給
せ
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
プ
ラ

ン
タ
ー
に
よ
る
一
種
の
生
産
補
助
金
で
あ
っ
た
圭
言
え
る
。
デ
ィ

ナ
ジ
プ
ル
県
は
「
台
地
」
が
多
く
、
大
半
の
藍
農
民
は
種
子
を
自
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給
し
、
又
、
あ
る
者
は
県
内
に
存
在
す
る
「
低
地
」
へ
種
子
を
供

給
し
て
利
益
を
得
た
。
こ
の
様
に
、
「
低
地
」
の
藍
作
に
と
っ
て

は
種
子
の
供
給
は
死
活
の
問
魑
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
次
い
で
藍
の
単
位
面
稜
当
り
の
生
産
性
、
価
椿
、
収

益
な
ど
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
藍
作
は
、
良
く
知
ら
れ
た
三
年

毎
の
豊
作
・
不
作
周
期
に
加
え
て
、
特
に
「
低
地
」
で
は
早
過
ぎ

る
氾
濫
や
雨
季
明
け
時
の
異
常
な
増
水
に
よ
り
壊
滅
的
被
害
を
蒙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

る
事
も
稀
で
は
な
く
、
年
々
の
作
柄
変
動
が
甚
し
い
作
物
で
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
次
に
示
す
様
に
、
地
域
毎
に
収
量
の
顕
著
な
楮

　
　
　
＾
8
〕

差
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
一
九
世
紀
を
通
じ
て
し
ぱ
し
ぱ
発
生
し
た

藍
農
民
騒
動
の
分
析
等
に
際
し
て
是
非
心
得
て
お
く
べ
き
事
柄
で

あ
る
。
例
え
ば
、
プ
ル
ニ
ァ
県
南
東
部
の
「
低
地
」
で
は
一
ビ
ガ

当
り
二
二
・
三
東
（
一
束
は
周
囲
約
ニ
ハ
○
～
一
七
五
㎝
）
で
あ

り
、
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ル
県
で
は
主
カ
を
な
す
春
ま
き
「
台
地
」
（
砂

土
）
で
、
一
ビ
ガ
当
り
二
五
東
（
一
束
は
周
囲
一
八
○
㎝
）
、
同

（
粘
性
土
）
で
は
、
あ
る
所
で
は
一
〇
東
、
他
で
は
二
〇
束
（
こ

こ
で
は
更
に
種
子
が
大
量
に
採
れ
る
）
、
同
「
低
地
」
（
水
田
）
で

は
、
ニ
ハ
～
七
束
、
そ
し
て
、
作
村
面
穣
に
お
い
て
第
二
位
を
占

め
る
同
「
低
地
」
（
氾
濫
原
）
で
は
豊
年
に
は
六
〇
束
（
し
か
し

三
年
に
一
度
は
壊
滅
状
態
に
な
る
）
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
次
に
藍
作
の
ビ
ガ
当
り
粗
生
産
を
み
よ
う
。
ま
ず
藍
草

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

の
価
楕
水
準
を
調
べ
る
と
、
概
し
て
言
え
ば
、
プ
ル
ニ
ア
県
で
安

く
（
一
ル
ビ
ー
当
り
＝
一
～
ニ
ハ
束
）
、
デ
ィ
ナ
ヅ
プ
ル
県
で
高

い
（
一
ル
ピ
ー
当
り
八
～
二
一
束
）
。
こ
の
結
果
、
ビ
ガ
当
り
粗

生
産
は
、
前
者
で
、
一
・
一
ル
ビ
ー
な
の
に
対
し
、
後
者
で
、
春

ま
き
「
台
地
」
で
二
・
五
ル
ビ
ー
、
同
「
低
地
」
で
、
一
・
六
～

二
・
○
～
五
・
○
ル
ビ
ー
と
い
う
数
値
が
得
ら
れ
る
。

　
最
後
に
以
上
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
、
農
民
に
と
っ
て
藍
作

の
得
失
を
考
え
て
み
よ
う
。
そ
の
為
の
前
提
と
し
て
、
藍
の
主
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
0
〕

な
る
競
合
作
物
で
あ
る
夏
場
米
の
基
礎
数
値
を
示
す
と
、
平
均
収

量
は
ビ
ガ
当
り
七
マ
ン
、
平
均
価
格
は
一
マ
ン
当
り
○
・
四
ル
ビ

ー
弱
で
あ
る
か
ら
、
ビ
ガ
当
り
粗
生
産
は
二
・
七
五
ル
ビ
ー
と
な

る
。
ブ
キ
ャ
ナ
ン
に
従
っ
て
、
こ
の
二
〇
％
を
氾
濫
等
に
し
る
損

失
の
補
填
に
あ
て
る
と
、
実
際
の
粗
生
産
は
二
・
ニ
ル
ビ
ー
と
な

る
。
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ル
県
で
も
夏
場
米
は
、
平
均
的
に
み
て
、
収
量

は
ピ
ガ
当
り
六
マ
ン
、
価
椿
は
一
マ
ン
当
り
○
・
三
三
ル
ビ
ー
で

あ
る
か
ら
、
ビ
ガ
当
り
の
生
産
額
は
ニ
ル
ビ
ー
と
な
る
。
こ
れ
を

基
準
と
し
、
前
掲
の
デ
ー
タ
と
比
べ
る
と
、
プ
ル
ニ
ア
県
の
農
民

は
夏
場
米
に
代
え
て
藍
作
を
行
う
こ
と
に
よ
り
明
白
な
損
失
を
蒙

っ
て
い
る
。
他
方
、
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ル
県
で
は
、
若
干
の
地
域
で
は
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（99）　一九世紀初頭北部ベンガルの洋式藍業

藍
作
へ
の
転
換
は
損
失
を
意
味
す
る
が
、
よ
り
多
く
の
地
域
で
は
、

む
し
ろ
得
に
な
る
、
と
い
う
結
果
を
得
る
。
と
こ
ろ
で
表
ユ
は
、

デ
ィ
ナ
ジ
プ
ル
、
ラ
ン
グ
プ
ル
、
プ
ル
ニ
ア
の
三
県
の
藍
作
付
面

穣
。
（
推
定
）
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
は
右
の
分
析
と
一

見
矛
盾
す
る
数
値
が
み
て
と
れ
る
。
即
ち
、
藍
作
が
明
白
に
損
失

と
な
る
筈
の
プ
ル
ニ
ア
県
で
最
も
多
く
の
面
稜
が
藍
作
に
あ
て
ら

表1　ディナジプル，ラングプル，

　　　面稜と藍生産額

プルニアの藍作付

藍栽培 藍製造

面　積
（ピガ）

生産額
（ルビー）

工場数　　生産額
　　　　（ルピー）

デイナジプル

ラングプル

プルニア

15，000

79，000

156，000

38．000　　　21

127，000

156，OOO

250，000

n．a．　　　644，000

77　　　　　866，OOO

250，000 321，000 1150，000

（出所）D・蜆妙〃他畑1，P．333．

　　M・M田・t皿（・d・）・脇舳・M蜆，・・1．5．ユ838（1量t．），1976

　　（rep・）、PP．699　to711、

表2　北部三県の土壌機成

総面積

3585

粘性砂土

1615

粘性土

1970
Dinajpur

「台地」

r低地」

れ
、
む
し
ろ
、
藍
作
の
有
利
な
筈
の
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ル
県
で
作
付
面

積
が
最
小
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
矛
盾
を
解
明
す
る
為
に
は
よ
り

詳
し
い
史
料
を
求
め
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
少
く
と

も
次
の
点
を
指
摘
し
う
る
。
ω
ま
ず
、
地
質
的
特
性
が
あ
る
。
表

2
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ル
県
は
粘
性
土
（
〇
一
ξ
）
が

他
県
と
比
べ
て
圧
倒
的
に
多
く
、
こ
の
為
に
県
の
大
き
な
部
分
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冬
場
米
の
単
作
帯
を
な
し

358516151970計

1992．5

1196

1882

1165

110，5

31RangPu・
「台地」

r低地」

3188．53047141．5計

2045

2070

1809

1265

234

508
r台地」

r低地」
Pur皿ea

411530ア4

（出所）

計 1039

莇㎜伽・丘物〃、P．331．

E榊舳〃肋，PP，698＆707．

て
お
り
、
こ
こ
に
は
藍
作

は
入
り
込
め
な
い
の
に
対

し
、
プ
ル
ニ
ア
、
ラ
ン
グ

プ
ル
の
両
県
は
、
粘
性
砂

土
（
－
8
昌
）
が
多
く
、
又
、

無
占
主
の
氾
濫
原
も
多
い

の
で
、
藍
作
の
展
開
が
比

較
的
に
容
易
で
あ
っ
た
こ

と
。
②
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ル
県

の
ほ
ぽ
全
域
は
一
七
九
九

年
頃
ま
で
単
独
の
大
地
主

の
所
有
下
に
あ
っ
た
の
に

対
し
、
一
フ
ン
グ
プ
ル
、
プ
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一橋諭叢 第八十七巻 第五号　（100）

ル
ニ
ア
両
県
に
は
多
数
の
中
小
地
主
が
い
た
。
プ
ラ
ン
タ
ー
に
と

っ
て
は
当
然
に
後
者
の
方
が
御
し
易
く
、
従
っ
て
藍
作
の
展
開
も

容
易
で
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
こ
と
。

　
と
こ
ろ
で
、
藍
農
民
に
と
っ
て
の
藍
作
の
得
失
を
十
分
に
吟
味

す
る
為
に
は
、
藍
作
を
彼
の
農
業
経
営
全
体
の
中
に
位
置
付
け
る

こ
と
が
必
要
だ
が
、
残
念
乍
ら
、
手
元
の
史
料
に
は
当
該
期
に
つ

い
て
そ
れ
を
果
す
に
足
る
材
料
が
な
い
。
こ
の
点
は
他
日
を
期
す

こ
と
に
し
た
い
o

（
1
）
。
松
井
透
「
十
九
世
紀
イ
ン
ド
の
ア
イ
産
技
術
に
つ
い
て
」
『
青

　
山
経
済
論
集
』
　
一
〇
1
一
＆
二
、
一
九
五
八
年
、
六
三
～
九
〇
頁
。

（
2
）
、
ミ
§
』
喜
ミ
一
；
ラ
書
－
宅
N
一
皇
ミ
§
ミ
ら
書
、
、

　
弓
や
8
o
o
l
N
0
鵯
・

（
3
）
向
宇
欠
葦
爵
｝
曇
H
i
冒
L
H
一
皇
・
§
ミ
尋
ミ
♪

　
o
．
N
s
・

（
4
）
　
耕
作
方
法
に
つ
い
て
は
、
、
ミ
§
s
き
苫
、
、
O
？
篭
H
l
S
N
一

　
b
ぎ
ミ
、
ミ
寓
雨
、
o
き
8
o
o
－
s
o
・

（
5
）
　
輸
作
・
混
植
は
、
、
ミ
§
§
昏
言
ミ
一
竃
■
竃
〇
一
竃
ピ
津

　
s
ご
b
ぎ
ミ
寸
ミ
肉
患
ミ
｝
o
o
．
N
s
I
胃
9

（
6
）
　
種
子
は
、
、
ミ
§
富
亀
患
o
ミ
一
〇
や
S
ド
ω
ま
ざ
S
o
。
一
b
｝
．

　
ミ
息
“
ミ
旬
意
o
き
o
や
N
富
l
N
8
・

（
7
）
　
作
柄
変
動
は
、
b
ぎ
ミ
寸
ミ
尋
言
き
勺
や
8
o
．
I
N
0
3
＞
旨
目
J

　
尋
ミ
ミ
ト
青
§
b
§
筆
卜
■
o
邑
o
p
富
s
一
勺
勺
・
8
・
睾
蒋
一
富
・

（
8
）
　
収
量
は
、
、
ミ
ミ
§
完
巷
ミ
“
o
？

　
s
ミ
専
ミ
民
魯
ミ
“
勺
や
8
o
o
I
N
0
0
・

（
9
）
　
価
格
は
、
（
8
）
に
同
じ
。

（
1
0
）
　
夏
場
米
は
、
、
ミ
s
§
昂
魯
ミ
“
や

　
○
や
3
企
“
o
ω
ま
（
H
巴
〕
－
o
－
く
H
）
・

四
　
藍
製
造
業

ω
o
。
〇
一
ω
旨

津
s
3
b
“
．

s
p
b
ぎ
ミ
専
ミ
、
亀
壱
o
き

　
ブ
キ
ャ
ナ
ン
は
、
『
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ル
報
告
』
の
中
で
、
同
県
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

藍
工
場
の
生
産
工
程
を
詳
し
く
記
述
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
を

詳
し
く
紹
介
す
る
紙
幅
は
な
い
の
で
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
姿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

が
一
九
世
紀
中
頃
の
ナ
デ
ィ
ア
県
の
工
場
の
生
産
工
程
、
及
ぴ
、

松
井
氏
の
示
さ
れ
た
一
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
そ
れ
と
基
本
的
に

は
同
一
で
あ
ス
一
こ
と
の
み
を
述
べ
て
お
こ
う
。

　
さ
て
、
以
下
に
お
い
て
は
、
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ル
県
の
藍
プ
ラ
ン
タ

ー
の
タ
ッ
カ
i
が
ブ
キ
ャ
ナ
ン
に
提
供
し
た
諸
数
値
（
表
3
と
し

て
ま
と
め
て
あ
る
）
に
基
付
い
て
、
同
県
の
年
生
産
能
カ
一
〇
〇

マ
ン
と
い
う
や
や
小
型
の
工
場
の
経
営
構
造
を
分
析
す
る
こ
と
を

試
み
た
い
。

　
ブ
キ
ャ
ナ
ン
は
右
の
諸
数
値
を
も
と
に
し
て
、
表
4
に
示
し
た

如
き
試
算
を
行
い
、
こ
の
工
場
の
所
有
者
（
o
峯
、
岩
、
）
の
純
益
を
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（101）　一九世紀初頭北部ペンガルの澤式藍桑

表3　タッカーの提供した数値（年産100マンの藍工場）

建物，遣具

藍草（20，000東）

製造コスト　ー東当り2アナ
永雇使浦人

こげつき債権

管理煮給与

2．500

2I000

2．500

600

500　　　　8．100

　　　3，600

（匡所）1〕閉吻〃他卿’（〃），P．㏄工1．

　　　　表4　プキャナンによる純益計算

期首費用　　　　　　　　　Rs．11，700

利子（年率12％）

期末資産残高を控除

年間総費用

粗収入　　　100マンの藍

純益

（出所〕同上．

11，700

Rs．ユ、404　　Rs．13，104

　　　　Rs．　1，700

　　　　Rs．11，404

＠Rs．140　Rs．14，000

　　　　Rs．　2，696

分り　　1二
で　、し）六
あべかに九
る　ン　し対六
。ガ　’しル
こル彼てピ　　　　，
の農の　’1
点業算二と
を社定三し
．も会方　・た
う　の法六　〇　　　　．
少構は％年
し造植の間
詳分民利総
し析地益費
くと的率用
みい歪で　　、　　　　　　　　（
て　つ　みあ＿
お観をる＿
く　点も　。
。　　　　　四　・かつ
まらも　O
ずはの　　四
第不で　　ル
ー十あ　　ビ・

　　　　　　　表5筆者による補正計算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な場いへに
　期首費用　　　　　　Rs．8，100　　　　　　　　　　　　　い　の　る　の　は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。経こ高　、
　利子（年率12％）　Rs．972　　Rs・9，072　　表営と額所
　期末資産残高を控除　　　　　Rs．1．700　　4分で給有
　年間総費用　　　　　　　Rs．7，372　　よ析あ与著
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　をる（と
　粗収入　　　　　　　　Rs．14，OOO　　知示。三管
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らし彼六理　純益　　　　　　　　　　　　　　　Rs．6，628
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れた自○者
　（蜥〕同上　　　　　　　　　　　る際身O（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よに　’ル彗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うはイ　ピ宅
にイみ第の二な与そ係とえ金所がに管ン1目一
そ二た三利Fすはうにはらの有借こ理ド）暴
のシ様に子　べ経で近むれ保者金の者人を目
他アに’収農き費あいしる証とに藍の所経宗
のテ’彼企民もでれのろか人竺よ工費有費呂
土イ大等がののはぱで共らの≡1つ場用下と
地ブ規は省累でな’は同’如ってはをにしを
にを模’か積あく右な経彼きて賄金計あて設
つとな第れ負ろ利のか営と存もわ投上る控け
いり開三て債う益高ろ者管在借れ下し製除、
て’発節いか。と額うの理と入お資て糖し後
も更のでるら第み給か関者考資り本い工て者、　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　，
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一橋諭叢　第八十七巻　第五号　（102）

表6洋式藍業の効率における地域性

藍

栽

培

藍

造

①収量（1ピガ当り東数）

②価椿（1ノレビー当り束数）

⑨染料分合有度（萎÷；議簸）

④工場当り必要藍作付面積（ピガ）

⑤共通費用都徹灘撚饗）

　　　　　⑥
可変費用部分⑦

藍草購入費（ルビー）

間接製造費（ルビー）

　　　　　⑧1l（鱗剃

⑨年間総費用（8瑠十）

⑭粗収益（＠Rs・140）

⑪純　益（⑭一⑨）

ケース11〕ディケース（2〕ディケース13〕フ．

ナジプル県　　ナジプル県　　ルニア県

（泰まき「台　（春まき「台（県浦東部）
地」。砂土。藍地」。赤色粘
作適地）　　性土）

25

10

200

800

　20

　ユ0

200

1000

　13．3

　12

294

2211

1900　　　　　　　’1900　　　　　　1900

2000　　　　　　　　2000　　　　　　2450

2500　　　　　　　　2500　　　　　　3675

972

7372

14000

6628

972　　　1167

7372　　　　　　9192

14000　　　　　14000

6628　　　　　　4808

1

藍 ⑫プランターのピガ当り純溢（⑪÷④） 8，29　　　　　　　　6，63　　　　　　　2．17

作
と ⑬＝⑨÷④ 9，22　　　　　　　　7，37　　　　　　　4．ユ2

監
製 プランタ

内⑭ 農民取分（①÷②） 2，50　　　　　　　　2，00　　　　　　1．11

造 一にとう
の ⑬てのピガ
関 当り製造 訳⑮ 製造費（⑬一⑭） 6，72　　　　　　　　5，37　　　　　　3．01

係 コスト

　　てに1行れ工工こしみの　いもな収あし好
次得八（える業場か直を内この’い入つ＾’計
いる九年ぱ様（所らす取’れで表大もた王農を
での・間’に例有明とり差らあ3き’。民用
’で九総彼自え者ら’上しのるにさ時こにい
タあ％費は分ぱがか表げ当補　はににこ小て
ツる）用六で糖他な5てり正　表及はか作借
力。をに六工業の様と純’す　わん’らさ地
1　純対二場）在にな益第べ　れだ無のせ権
の　益し八管に来’るを一き　て。視小るを
提　とてノレ理み農も。計点諸　いこし作事獲
供し実ビをら村しこ算の点なれえ料が得

6如



（ユ03）一九世紀初頭北部ベンガルの洋式藍業

し
た
右
の
デ
ー
タ
を
土
台
と
し
、
そ
れ
に
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ル
、
プ
ル

ニ
ア
両
県
の
合
計
三
組
の
藍
草
価
格
、
藍
一
マ
ン
当
り
に
要
す
る

藍
草
の
束
数
を
代
入
し
て
、
工
場
主
か
ら
み
た
経
済
効
率
に
つ
い

て
、
地
域
差
を
検
出
し
て
み
よ
う
。
そ
の
作
業
の
結
果
は
表
6
に

与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
表
に
依
拠
し
て
ご
く
大
把
み
に
述
べ
る

な
ら
、
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ル
県
の
諸
数
値
と
比
較
す
る
と
プ
ル
ニ
ァ
県

で
は
藍
作
の
反
収
が
低
く
（
コ
ラ
ム
①
）
、
又
、
染
料
分
の
合
有

量
も
劣
る
（
＝
フ
ム
③
。
た
だ
し
両
県
の
藍
工
場
の
技
術
水
準
は

等
し
い
も
の
と
仮
定
す
る
）
為
に
、
製
造
コ
ス
ト
（
コ
ラ
ム
④
）

が
高
く
、
そ
れ
が
先
に
触
れ
た
藍
草
の
買
付
け
価
格
の
低
さ
（
コ

ラ
ム
⑭
）
と
工
場
主
側
の
純
益
の
小
さ
さ
（
コ
ラ
ム
⑪
）
を
も
た

ら
し
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ぱ
、
藍
工
場

の
経
済
効
率
は
藍
作
及
ぴ
藍
草
そ
れ
自
体
の
生
産
性
に
よ
っ
て
非

常
に
大
き
く
制
約
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
前
節
の
表
1
で
示
さ

れ
た
藍
作
付
面
積
の
巨
大
さ
に
も
拘
ら
ず
、
プ
ル
ニ
ア
県
の
藍
業

は
低
収
益
性
に
苦
し
ん
で
い
た
、
と
言
っ
て
良
い
。
こ
の
事
が
、

こ
の
県
に
お
い
て
プ
ラ
ン
タ
ー
の
藍
農
民
に
対
す
る
よ
り
厳
し
い

態
度
と
し
て
結
果
す
る
だ
ろ
う
こ
と
は
十
分
に
予
想
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
（
1
）
　
b
ぎ
母
～
ミ
句
意
o
ミ
（
ミ
）
一
や
o
婁
崖
1

（
2
）
完
ミ
ミ
ト
書

（
3
）
吋
宇
5
㎞
旨

　
昂
巷
ミ
ト
や
ω
〇
十

ぎ
b
雨
泰
ミ
一

旨
章
崔
昌

○
や
H
宝

一
老
o
蜆
．

五
　
藍
栽
培
の
政
治
経
済
学

一一・oo
－
｛
－
一

津

H
ご

、
ミ
、
ミ
雨
昌

　
本
節
で
は
、
今
ま
で
度
さ
言
及
し
て
き
た
藍
作
の
個
別
農
民
契

約
、
就
中
、
前
貸
制
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
に
検
討
し
、
含
わ

せ
て
、
藍
農
民
．
プ
ラ
ン
タ
ー
・
地
主
の
三
者
の
関
係
を
考
察
す

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ユ
）

　
ま
ず
、
個
別
的
農
民
契
約
を
み
る
。
プ
ラ
ン
タ
ー
は
、
泰
ま
き

藍
の
作
付
に
数
力
月
先
行
す
る
十
二
月
未
頃
に
、
工
場
の
周
辺
の

五
～
六
マ
イ
ル
圏
内
の
農
民
と
、
一
人
一
～
三
ビ
ガ
程
度
の
作
付

契
約
を
行
い
前
貸
金
を
与
え
た
。
こ
の
前
貸
金
は
、
し
ぱ
し
ぱ
ほ

ぼ
藍
草
の
購
入
価
格
に
近
く
、
さ
も
な
く
と
も
、
藍
作
の
全
コ
ス

ト
を
ヵ
ヴ
ァ
ー
す
る
額
（
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ル
県
で
ビ
ガ
当
り
一
・
二

五
ル
ビ
ー
）
に
達
し
て
い
た
。
種
子
生
産
の
盛
ん
な
地
域
で
は
、

種
子
に
つ
い
て
も
買
付
契
約
が
結
ぱ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
プ

ラ
ン
タ
ー
は
、
契
約
を
結
ん
だ
農
民
に
対
し
て
は
播
種
の
行
わ
れ

る
以
前
に
、
差
配
を
派
遺
し
藍
を
植
付
け
る
べ
き
畑
を
指
定
し
た
。

播
種
後
に
再
ぴ
測
量
人
（
凹
目
巨
）
を
送
り
、
各
農
民
が
指
定
さ
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れ
た
畑
に
契
約
通
り
作
付
を
行
っ
て
い
る
事
を
確
認
さ
せ
る
。
も

し
、
作
付
面
積
の
不
足
が
発
見
さ
れ
た
時
に
は
、
前
貸
金
の
返
済

を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
他
の
作
物
の
植
付
け
ら
れ
た
畑
を
つ
ぷ

し
て
、
藍
を
植
え
直
す
こ
と
を
命
じ
た
。
こ
の
時
に
、
農
民
と
プ

ラ
ン
タ
ー
の
間
で
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
更
に
、

こ
の
後
も
、
プ
ラ
ン
タ
ー
は
随
時
に
監
視
人
を
送
っ
て
適
切
に
藍

畑
の
手
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
監
視
人

が
し
ば
し
ぱ
農
民
か
ら
賄
賂
を
要
求
し
、
又
、
農
民
と
共
謀
し
て

プ
ラ
ン
タ
ー
を
願
す
こ
と
が
、
プ
ラ
ン
タ
ー
の
頭
痛
の
種
で
も
あ

っ
た
。
さ
て
、
刈
入
れ
が
始
ま
る
と
、
各
農
民
の
藍
草
は
プ
ラ
ン

タ
ー
の
経
費
で
工
場
に
運
ば
れ
、
計
測
人
に
よ
っ
て
納
入
量
（
束

数
）
が
測
ら
れ
、
記
帳
さ
れ
た
。
年
末
に
な
る
と
、
プ
ラ
ン
タ
ー

は
各
農
民
の
勘
定
を
改
め
、
も
し
、
納
入
量
が
不
足
し
て
い
る
時

に
は
、
残
高
は
次
年
の
藍
草
か
ら
差
し
引
か
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、

年
末
に
は
時
を
同
じ
く
し
て
次
年
度
の
前
貸
金
の
支
払
い
も
行
わ

れ
る
が
、
プ
ラ
ン
タ
ー
は
農
民
の
未
払
残
高
を
こ
の
次
年
の
前
貸

金
か
ら
控
除
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
す
る
と
、
農
民

は
新
た
な
作
付
が
出
来
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
、
ブ
ギ
ャ

ナ
ン
の
観
察
す
る
所
に
よ
れ
ぱ
、
農
民
は
年
々
の
生
産
量
の
変
動

の
著
し
い
藍
作
に
あ
っ
て
は
、
「
遅
か
れ
早
か
れ
殆
ど
全
員
が
負

償
に
陥
る
」
こ
と
に
な
る
。
前
貸
金
は
初
年
度
は
無
利
子
で
あ
る

が
、
1
二
年
目
に
か
か
る
と
、
月
一
％
（
年
利
二
一
％
）
の
利
子
が

課
せ
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
、
ラ
ン
グ
プ
ル
県
で
は
洋
式
藍
業
が
ス

タ
ー
ト
し
て
僅
か
六
～
七
年
の
内
に
、
「
大
き
な
負
債
が
発
生
し

た
」
。
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ル
県
で
は
、
前
節
の
表
3
に
示
さ
れ
た
様
に
、

年
間
の
藍
草
購
入
額
の
四
分
の
一
に
等
し
い
額
が
、
こ
げ
つ
き
債

権
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
藍
農
民
は
一
方
で
プ

ラ
ン
タ
ー
か
ら
年
々
の
藍
作
コ
ス
ト
を
賄
う
に
た
る
額
を
前
貸
金

と
し
て
与
え
ら
れ
生
産
を
継
続
さ
せ
な
が
ら
、
他
方
で
プ
ラ
ツ
タ

ー
に
対
す
る
借
金
が
膨
れ
上
が
っ
て
ゆ
く
と
い
う
泥
沼
状
況
（
一

種
の
債
務
奴
隷
）
に
追
い
や
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
で
は
、
農
民
は
何
故
藍
作
に
巻
ぎ
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
に
述
べ
た
一
八
〇
一
年
の
ラ
ン
グ
プ
ル
県
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
反

論
書
及
ぴ
プ
キ
ャ
ナ
ン
の
『
プ
ル
ニ
ャ
報
告
』
は
、
こ
れ
に
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

の
明
確
な
答
え
を
与
え
て
い
る
。
そ
れ
を
、
私
な
り
に
要
約
し
て

示
す
こ
と
に
し
よ
う
。
一
九
世
紀
初
頭
の
．
ヘ
ン
ガ
ル
地
方
の
農
民

は
、
地
主
へ
の
高
額
地
代
の
支
払
い
に
苦
し
ん
で
お
り
、
そ
の
為

に
し
ぱ
し
ぱ
家
財
道
具
や
家
畜
を
売
り
、
又
、
農
村
の
在
来
の
金

貸
か
ら
極
め
て
高
率
の
利
子
（
年
率
五
〇
～
三
六
〇
％
）
で
借
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

を
重
ね
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。
こ
の
状
況
の
中
で
、
藍
プ
ラ
ン
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タ
ー
の
与
え
る
無
利
子
の
前
貸
金
は
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
、
農
民
達
は
、
藍
と
い
う
商
品
作
物
の
栽
培
か
ら
収

益
を
得
る
こ
と
を
期
待
し
て
で
は
な
く
、
こ
の
低
利
の
農
村
信
用

を
獲
得
す
る
必
要
条
件
と
し
て
、
藍
作
を
行
っ
た
。
ブ
キ
ャ
ナ
ン

の
言
葉
に
よ
れ
ぱ
、
「
農
民
は
信
用
供
与
を
望
む
も
の
で
な
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

ば
、
誰
も
藍
作
を
行
お
う
と
す
る
者
は
い
な
い
」
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
、
農
民
が
藍
作
を
受
け
入
れ
た
経
済
的
理
由
が
右
の
如
く

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
藍
作
の
急
激
な
拡
大
は
単
に
こ
の
理
由
の

み
に
よ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
の
考
察
は
、
我
々
を
、

藍
作
の
政
治
挙
的
側
面
へ
と
導
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　
既
に
み
た
様
に
、
最
初
に
藍
工
場
を
設
立
し
た
プ
ラ
ン
タ
ー
達

は
、
藍
原
料
の
供
給
を
確
保
す
る
為
に
近
隣
の
村
落
の
有
力
者
を

呼
ぴ
寄
せ
て
、
各
村
に
藍
作
の
一
括
割
当
て
を
行
っ
た
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
〕

が
、
こ
れ
は
プ
ラ
ン
タ
ー
が
「
征
服
者
力
ー
ス
ト
」
に
属
し
、
治
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

法
権
的
な
権
カ
を
行
使
し
得
た
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
。
事
葵
、

現
地
商
人
が
主
カ
を
な
す
背
薦
や
米
殻
の
買
付
け
に
お
い
て
、
管

見
の
隈
り
、
か
か
る
方
法
は
通
常
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
だ
。
し

か
も
、
右
の
一
括
割
当
て
に
お
い
て
、
村
内
の
八
～
一
〇
家
族
毎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
〕

に
連
帯
責
任
を
負
わ
せ
た
こ
と
を
ブ
ギ
ャ
ナ
ン
は
記
録
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
事
実
上
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
よ
る
強
制
裁
培
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
も
出
来
る
。
尤
も
、
こ
の
様
な
プ
ラ
ン
タ
ー
の
強
引
な

方
法
は
会
社
政
府
と
い
え
ど
も
容
認
す
る
と
こ
ろ
で
な
く
、
一
括

割
当
て
は
や
が
て
個
別
的
契
約
へ
と
転
換
し
た
の
で
あ
る
が
、
と

も
か
く
も
、
初
期
の
藍
業
の
急
速
な
展
開
は
、
ベ
ン
ガ
ル
の
英
国

植
民
地
化
と
い
う
政
治
状
況
な
し
に
は
有
り
得
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
ろ
う
。
そ
の
後
も
、
右
の
連
帯
貴
任
の
如
き
露
骨
な
方
法
は
影

を
潜
め
た
と
は
い
え
、
前
貸
金
の
押
し
付
け
な
ど
の
プ
ラ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

に
よ
る
農
民
に
対
す
る
専
横
は
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
さ
て
、
地
主
は
、
プ
ヲ
ン
タ
ー
に
対
し
て
い
か
な
る
反
応
を
示

し
た
で
あ
ろ
う
か
。
経
済
的
に
み
れ
ぱ
、
藍
業
の
展
開
は
、
未
開

地
の
開
発
に
よ
る
地
代
収
入
の
増
大
、
及
ぴ
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
よ

る
農
民
へ
の
前
貸
金
支
払
い
が
農
民
の
地
主
へ
の
地
代
支
払
を
容

易
に
す
る
な
ど
の
利
益
を
地
主
に
も
た
ら
し
は
し
た
が
、
反
面
で

は
、
藍
プ
ラ
ン
タ
ー
が
藍
作
農
民
に
保
護
を
与
え
る
為
に
彼
等
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

ら
の
滞
納
地
代
の
取
り
立
て
が
困
難
に
な
っ
た
り
、
プ
ラ
ン
タ
・
－

に
よ
っ
て
従
来
地
主
が
農
民
に
課
し
て
き
た
不
法
徴
収
が
告
発
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
0
〕

れ
る
な
ど
の
不
利
益
も
生
じ
た
。
特
に
地
主
に
と
っ
て
は
、
前
代

の
「
領
主
権
」
の
継
承
者
と
し
て
の
権
威
が
、
プ
ラ
ン
タ
ー
の
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
1
〕

在
に
よ
り
失
墜
す
る
こ
と
は
耐
え
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
く
し

て
、
地
主
は
早
い
時
期
・
か
ら
プ
ラ
ン
タ
ー
に
対
す
る
在
地
の
敵
対

娼6
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＾
η
〕

者
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
て
い
る
。
地
主
の
対
抗
措
置
と
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
）

藍
畑
の
地
代
を
著
し
く
引
上
げ
る
こ
と
、
及
ぴ
、
地
所
内
の
藍
作

農
民
に
対
し
て
焼
打
ち
を
含
む
危
害
を
加
え
藍
作
を
放
棄
さ
せ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
旭
）

う
と
す
る
こ
と
が
し
ぱ
し
ぱ
と
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
、
地
主
と
プ

ラ
ン
タ
ー
の
間
で
暴
カ
沙
汰
が
頻
繁
に
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
最
後
に
、
農
民
は
、
プ
ラ
ン
タ
ー
や
地
主
に
対
し

て
ど
う
反
応
し
た
の
淀
ろ
う
か
。
当
該
時
期
に
は
、
農
民
に
よ
る

組
織
的
な
反
プ
ラ
ン
タ
ー
或
い
は
反
地
主
運
動
は
ま
だ
知
ら
れ
て

い
な
い
。
史
料
に
言
及
さ
れ
て
い
る
彼
等
の
低
抗
手
段
は
専
ら
逃

　
　
　
　
　
　
　
＾
帖
）

亡
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
尤
も
、
農
民
の
上
層
部
分
、
特
に
窟
農

た
ち
は
、
先
に
み
た
様
に
プ
ラ
ン
タ
ー
と
一
般
農
民
の
間
に
立
ち

懐
を
あ
た
た
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
し
、
又
、
前
貸
に
よ
ら
ず
に
藍

を
作
り
プ
ラ
ン
タ
ー
に
市
価
で
売
り
付
け
る
事
も
可
能
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
か
く
て
、
農
民
諸
階
層
の
対
応
は
相
当
に
複
薙
で
錯

綜
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
残
念
乍
ら
、
現
在
ま
で

に
私
の
入
手
し
え
た
史
料
か
ら
は
、
こ
う
し
た
点
を
実
証
的
に
明

ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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六
　
結
言

　
も
は
や
、
許
さ
れ
た
紙
数
を
超
え
て
い
る
の
で
、
ご
く
簡
単
に

こ
の
小
稿
か
ら
浮
ぴ
上
が
っ
て
く
る
ベ
ン
ガ
ル
農
業
社
会
の
構
造

的
特
質
を
述
ぺ
て
、
ひ
と
ま
ず
の
結
び
と
し
た
い
。

　
序
言
で
述
べ
た
様
に
、
農
村
工
業
及
び
商
品
作
物
栽
培
に
お
い

て
、
海
外
市
場
向
け
と
国
内
市
場
向
け
と
で
は
、
そ
の
生
産
．
流

通
の
諸
側
面
で
、
相
当
に
異
っ
た
点
が
み
ら
れ
た
。
だ
が
、
私
は
、

μ6



む
し
ろ
、
両
者
に
共
通
し
て
貫
徹
す
る
特
徴
1
こ
れ
は
次
稿
以
下

に
お
け
る
国
内
市
場
向
け
生
産
に
関
す
る
研
究
を
先
取
り
す
る
こ

と
に
な
る
の
だ
が
ー
に
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
を
；
冒
で

い
え
ぱ
、
在
来
の
土
地
制
度
構
造
に
由
来
す
る
高
額
地
代
が
農
民

経
済
を
強
く
規
定
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
犬
多
数
の
農
民
は
一

方
で
相
当
深
く
商
品
経
済
に
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら
、
し
か
し
、
結

局
に
お
い
て
は
市
場
経
済
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
一
種

の
バ
一
フ
ド
ヅ
ク
ス
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ

れ
は
、
な
お
暫
定
的
な
結
論
に
留
ま
っ
て
お
り
、
今
後
の
研
究
の

中
で
よ
り
具
体
的
に
展
開
さ
れ
て
い
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

る
o　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
掌
助
教
授
）
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